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晃華学園⼩の⽯上前校⻑と⽥島(当時)副校⻑が

所沢児童相談所(児相)に僕を遺棄したあと、昨年１
⽉初め、児相は僕を児童養護施設に送り込み、公⽴
⼩学校に通わせ始めました。でも正規の学籍のない違
法な就学で、万⼀災害・事故が起れば、学校等が責
任逃れをする恐れがあり不安です。お⽗さんは、晃華
に毎学期僕の授業料を払って、いつでもお友達みんな
とまた⼀緒に安⼼して勉強できるようにしてくれていま
す。なのに校⻑⽥島は「伶⿓君は施設で勉強したいと
⾔っている」などと平気で嘘を⾔い、授業料を受取るだ
け受取って、あとは知らん顔です。 

児童養護施設では、⼊所している児童を管理する
ため、⾝体に悪い副作⽤がある向精神薬を投与しま
す。校⻑⽥島も、これは承知の上です。僕は、これで
⾃分の脳をやられ、⼀⽣廃⼈になってしまうのではない
かと、いまとても⼼配です。 

でも⼼強いことに、最近は、メディアでも僕のことを⼼
配してくれる⼈が増えてきました。同封の『⽉刊ベルダ』
昨年 10⽉号を読んで下さいね︕ 

僕が⼀⽇も早く施設から出てまたみんなと⼀緒に勉
強できるよう、どうか裁判を⽀援して下さい。 

よろしくお願いします︕ 

 

謹啓 ご無沙汰が続いておりますが、如何お過ごしでしょうか。 

伶龍がいつまでも、晃華学園小学校５年生のお友達と一緒にいられるように、そして、お友達みんなの心の中で生き続け、

早く学校に戻ってこられるよう、「教育上必要な保護者間の連絡」の一環として、二度目の「お知らせ」をお送り致します。

ご愛読いただき、これからも、伶龍をどうかよろしくお願い申し上げます。なお厳しい寒さが続きます。ご自愛下さい。 

作成・発行人 伶龍君の父親 水岡不二雄

 

 

 
 




